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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜各種研修＞
看護グループ内研修

日時：　3月15日（月）13：15～

 場所：　病院2階　会議室

テーマ：「代理行為」

 講師：　松村ＳＧＭ
日時：　3月22（月）13：15～

 場所：　病院2階　会議室

テーマ：「救急対応」

 講師：　中野JGM
日時：　3月29（月）13：15～

 場所：　病院2階　会議室

テーマ：「退院支援・退院後のリハビリテーション」

 講師：　松村SGM
＜全体連絡＞
・弥生祭り　3月23日実施予定。

・新型コロナウィルス感染対策として
　‣防護具（ガウン、手袋、フェイスシールド、キャップ）と医療廃棄箱を2階浴室に準備している。
　‣コロナ疑いのある方（発熱、咳、鼻汁、味覚、臭覚異常）
感染の疑いがある際には、玄関から入らずに風呂場近くの外の階段から2F風呂場に待機してもらうよう決定。
来所した利用者様が感染の疑いがある場合には体温測定したスタッフがそのまま対応する。
感染疑いがある方に帰ってもらう際には、どのような手段をとるのか検討中。
送迎するとしたら、PPE（防護具）装着するか…？
・抗原検査は公費負担で行える。その場合には青南病院がかかりつけの方を対象とする。利用者様・患者様の家族は対象外。青陽館利用者様へ告知していく。
スタッフの家族までが抗原検査の対象となっている。
窓口は佐藤真一さん、佐藤志穂さん、赤坂里美さんとなっている。
‣外部の方（弁当屋、利用者様家族）が玄関に入る際は、玄関先までにするのか。お金のやり取りはトレイにする。
‣何らかの理由によりマスク着用出来ない場合
1、個室対応　2、帰宅してもらう
・利用率向上に向けた取り組み
デイケア・ショートケアの利用率が下がっているため、利用日に来所しない方には必ず電話で状況確認を行っていく。

＜書類等の作成及び点検について＞
『疾患別診療計画書・LASMI・転倒評価の作成について』

・２人一組の担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成、電子カルテへの登録が済んでいるかを
⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田で確認し、お互いに協力して期日までに終了する。LASMI等の評価も同様に行っていく。
＊LASMI、転倒転落評価は年1回（2月評価）へ変更。ただし、新規利用者は8月に評価を行うこととする。
『記録・マニュアル等の点検について』
・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
デイケア：久保・鳥谷部　ショートケア：蕨野・犹守　＊日誌の誤字脱字も　
デイナイトケア：藤田・戸賀沢

＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載の有無
＊日誌と電子カルテの出席に漏れが無い様、毎日のチェックと毎月の確認を行っていく。
・通所の各種マニュアルの更新
＜ホームページへのデイケアプログラムアップについて＞

25日プログラム資料提出。
テーマの入力はプログラムを作成した人が行う。20日までに入力確認し、電算化委員会庄司さんか長津さんへ蕨野さんが20日にメール送信する。

・テーマの入力場所
　通所リハ⇒2プログラム⇒2-④ プログラムカレンダー⇒プログラムカレンダー2021.4
＜利用者様情報＞

デイケア
・大久保　恵　様～来所直後より、「お母さんの車が壊れた。」「壊れたせいで自分が買い物に行かなきゃならなくて嫌だ。」と車が故障したことについて、スタッフや他利用者様に執拗に話し掛けている。本日は兄弟の送迎にて来所したとのこと。傾聴対応するが、興奮気味であり自身で話を切り上げられない様子も時折見られている。上記に伴い、「早く帰りたい。」「帰りは高阪さんが乗せてってくれないかな。」と特定利用者様（高阪　博英様）の名前を挙げたり、運動療法に参加せずウロウロする、作業療法では既定の席に座らず課題にも取り組まない等と枠組みを守れない行動が目立っている。スタッフが指摘をするも「集中出来ないんだよね。」と表情硬く、声高に発言している。
・田向　玲美　様～表情硬く、切迫した様子でスタッフへ相談があると声を掛けている。事情を問うと以前デイケアを利用していた男性（中村与一郎様）が、他利用者様（川口八寿子様、佐々木理佳様）に対し特定利用者様（岩渕さおり様）の連絡先を教えて欲しいと話している自分はどうしたら良いかといった内容である。田向様には声が掛かっておらず関与する事ではないのではないかと伝えるが、「言いたい言いたい。」「なんで教えちゃダメなの。」と声高でありスタッフの話を遮る状態である。教えた場合のリスクについて助言するも聞き入れ悪くその後も同様の反応を示している。傾聴しつつ、過去の経緯も含め振り返りすると「あーそうだったかもね。」と徐々に落ち着き、プログラムへ参加している。
デイナイトケア
・特記なし
ショートケア
・特記なし
＜事例検討＞
カンファレンスシート（　木村　義重　様）

検討内容：現状と目標の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：犹守
	氏名
	木村　義重　様
	性別
	男
	年齢
	65
	生年月日
	S30年4月10日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	肝機能障害･低カリウム血症･甲状腺機能低下症

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の習得、身体機能の維持・向上、対人関係の改善

	本人希望
	病気を再発せずに生活を維持していきたい

	家族希望
	同上

	入院歴
	計10回（最終：H18年1月24日～H28年7月2日）

	通所歴
	1回目：H30年4月17日～現在（週/月～金曜日）

	その他サービス利用
	・青風荘の利用(7/1より)

	住居：青風荘
	家族構成：3人兄弟（長兄）



	利用制度
	障害基礎

年金1級
	
	自立支援医療　利用中

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、生活を維持する
	①デイナイト以外の活動性を向上、維持する。
	①プログラムに休まずに参加し日中の活動性を向上、維持する。
	①作業療法・運動療法では、ぼんやりしたり傾眠したりしないよう声掛けを行う。座学のプログラムでは板書内容をノートに書き写しながら取り組む。スタッフは上記内容通り取り組めているかを振り返り、行えてない場合は対処法を提案、実践していく。プログラム中に何もせず居眠りする等の無気力な状態を減らしていく。

	
	②病状・状態が変化しないように過ごすことができる。
	②自身の病状・状態の変化に気付いた際にはスタッフへ報告する。
	②スタッフは病状変化の有無を観察し、変化がある際は自分で気付くことができるように声をかけて現状を伝えていく。変化について振り返り、本人が理解し実践できる対処法を検討し実践していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①プログラムに休まずに参加し日中の活動性を向上、維持する。
	・作業療法・座学プログラムへは自発的に参加しており、途中退席や不参加はない。
・運動療法・レクリエーションでは見学もしくは座って行う場面が多い。

　理由を問うと胼胝や体調不良を挙げているが、具体的に問うと返答無し。
・床からの立ち上がり時に努力している様子が見られている。

・作業療法では、本を読んでいるがぼんやりとしている事が多く、スタッフが目を離すと傾眠している。
・小鳥に興味があり、小鳥についてスタッフへ表情良く話し掛けてくる。

・余暇時や自主活動時間は寝ている。
	座学プログラムに参加はしているが、参加状況は良好であるとは言えず、無気力、意欲低下が窺えている。本人の理解力を考慮しながら、症状悪化のないよう無気力や意欲低下へのアプローチを考えていく必要があると考える。作業療法では、本を読んでいるが集中していない様子があり、小鳥に興味を持っていることから興味のあるものから提供していくことで日中の活動性を高める。運動療法への参加はスタッフが適時声掛けを前もって行っていると参加頻度は上がっている。なぜ運動が必要なのかを繰り返し説明しながら運動の重要性について理解してもらう。

	②病状・状態が変化しないように過ごすことができる。
	・病状悪化はないと話しており、デイナイトケア内でも同様の様子は窺えていない。
・肝機能障害により浮腫が見られている。両下肢の浮腫は青山荘スタッフが見つけ声をかけた所「1週間くらい前から」と返答している。
・プログラムへの参加拒否が見られた際に「眩暈があって」と報告している。
・スタッフが体調確認をした際に、自身の状態についての説明あり。
	・病状悪化のサインとしては、過去の入院直前の様子では、苛々感・易怒性・衝動性、意欲低下・無気力等があるため、本人とスタッフで病状について変化があった際には、振り返りや面談を行う。
・病状・状態の変化があった際にスタッフへ話し掛けることが出来るよう日頃からスタッフへ声をかけるように促していく。その場を離れる時や、物品を借りる時など。
・本当に調子がよくないときはスタッフへ報告している事から、報告の必要性についても説明し理解してもらう。報告できている点は正のフィードバックを行う。


